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相
次
ぎ
ま
し
た
。

地
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ケ
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シ
ョ
ン
が

仲
間
を
増
や
す
力
に

仲
間
を
増
や
す
力
に

　

「
な
か
な
か
組
合
員
増
に
直
結
し
な
い

が
、
賃
金
闘
争
で
他
労
組
組
合
役
員
に
署

名
集
め
を
依
頼
し
た
ら
集
め
て
く
れ
る
な

ど
、
職
場
が
少
し
づ
つ
変
化
し
て
い
る
」

（
府
職
労
）「
昨
年
の
市
長
選
の
『
堺
は

ひ
と
つ
』
や
『
住
民
の
繁
栄
な
く
し
て
自

治
体
労
働
者
の
幸
福
は
な
い
』
に
共
感
し

て
加
入
す
る
人
が
い
る
」（
堺
）「
雇
用
不

安
を
団
結
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
た
い
」

（
吹
田
関
連
）「『
お
き
プ
ロ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
』

の
支
援
に
感
謝
、
青
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
行
動
に
つ
な
げ
た
い
」

（
青
年
部
）「
組
織
強
化
委
員
会
に
青
年

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
意
見
を
聞
き
、
労

働
組
合
に
理
解
を
深
め
る
人
を
増
や
し
て

い
る
」（
富
田
林
）
と
、
組
合
を
知
ら
せ
、

仲
間
を
増
や
す
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
住
民
と
自
分
の
た
め
に
」

「
住
民
と
自
分
の
た
め
に
」

い
い
仕
事
を
す
る
た
め
に

い
い
仕
事
を
す
る
た
め
に

　

職
場
の
人
員
削
減
が
進
み
、
過
密
労
働

が
す
す
む
な
か
で
「
労
使
合
意
な
し
で
、

管
理
職
範
囲
に
さ
れ
た
。
交
渉
ル
ー
ル
を

守
ら
せ
、
組
合
員
資
格
を
取
り
戻
し
た

い
」（
泉
大
津
）「
市
長
の
提
案
す
る
『
こ

ど
も
園
構
想
』
に
対
し
て
、
保
育
で
大
切

に
す
る
こ
と
は
何
か
を
職
場
で
本
音
で
語

り
、
幼
稚
園
職
員
や
本
庁
の
職
員
と
も
情

報
交
換
し
て
い
る
」（
泉
佐
野
）「
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
職
場
が
ギ
ス
ギ
ス
す
る
中
、
職

場
懇
談
会
を
開
き
仕
事
や
休
暇
、
後
輩
の

を
よ
く
す
る
会
な
ど
市
民
団
体
と
と
も

に
、
委
託
提
案
に
反
撃
。
１
年
間
先
送
り

さ
せ
た
」（
和
泉
）「
保
育
園
５
園
民
営
化

に
対
し
、
保
護
者
・
Ｏ
Ｂ
や
市
民
団
体
と

と
も
に
反
対
署
名
４
８
０
０
０
筆
を
集

め
、
一
時
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
」（
吹

田
）「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対
に

一
点
共
同
で
３
５
０
人
の
集
会
と
デ
モ
」

（
高
槻
）「
市
長
選
で
つ
く
っ
た
つ
な
が

り
で
、
き
ず
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

む
」（
堺
）「
商
工
会
議
所
に
き
ず
な
ア
ン

ケ
ー
ト
の
訪
問
先
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
」（
枚
方
）
な
ど
、
数
多
く
の
取
り
組

み
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
超
勤
手
当
不
払
い
職
場
が
あ
っ

た
。
当
局
に
謝
罪
さ
せ
、
不
払
い
分
の
手

当
て
を
支
給
さ
せ
人
員
増
も
」（
門
真
）

「
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る
現
業
職
員
は

必
要
。
人
員
採
用
に
つ
な
げ
た
い
」（
現

評
）
な
ど
の
意
見
や
「
非
正
規
職
員
と
の

格
差
は
許
さ
な
い
」
と
の
発
言
が
多
く
の

単
組
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

住
民
と
の
共
同
あ
っ
て
こ
そ

住
民
と
の
共
同
あ
っ
て
こ
そ

要
求
は
前
進
す
る

要
求
は
前
進
す
る

　

住
民
と
の
共
同
で
は
「
住
民
の
た
め
の

病
院
を
取
り
も
ど
す
た
め
、
地
域
団
体
や

自
治
会
を
訪
問
」（
府
職
労
）「
学
校
給
食

育
成
な
ど
の
声
を
出
し
て
職
場
の
独
自
要

求
を
作
成
。
採
用
枠
を
増
や
し
て
い
る
」

（
高
石
）「
非
正
規
職
員
の
夏
期
休
暇
１

日
増
や
妊
産
婦
の
通
勤
緩
和
に
自
動
車
と

２
輪
車
使
用
を
認
め
さ
せ
た
」（
豊
中
）

「
成
果
主
義
が
相
対
評
価
に
な
り
、
当
局

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
た
。
向
上
心

に
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
否
定
的
回
答
が
多

数
、
評
価
の
た
め
の
仕
事
か
ら
住
民
の
た

め
の
仕
事
に
し
な
け
れ
ば
」（
府
職
労
）

「
超
勤
が
昨
年
比
で
１
・
５
倍
に
、
市
長

に
組
合
と
し
て
意
見
具
申
。
当
局
も
『
看

過
で
き
な
い
』
と
７
時
に
全
員
退
庁
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
た
」（
八
尾
）「
20
時
間

　

大
会
１
日
目
の
夜
に
、
大
阪
自
治
労

連
25
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
自
治
労
連
、
大
阪
労
連
、
民
主
団

体
な
ど
各
界
の
来
賓
や
、
歴
代
役
員
の

Ｏ
Ｂ
、
各
単
組
役
員
な
ど
２
０
０
人
を

超
え
る
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
、「
う
る
ま
御
殿
」
に
よ
る
沖
縄
民

謡
。
衛
都
連
元
委
員
長
の
一
法
真
證

（
は
し
の
り　

し
ん
し
ょ
う
）
さ
ん
の

発
声
で
乾
杯
。
大
阪
自
治
労
連
結
成
25

年
の
歩
み
を
振
り
返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
上
映

し
ま
し
た
。
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
い
た
民
間
労
組
や
民
主
団
体
、
役

員
Ｏ
Ｂ
か
ら
期
待
と
激
励
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
を

２
０
１
５
年
を

「
維
新
型
政
治
総
退
場
」の
年
に

「
維
新
型
政
治
総
退
場
」の
年
に

　

９
月
10
日
の
大
阪
市
労
組
組
合
事
務
所

裁
判
の
完
全
勝
利
判
決
を
受
け
て
、「
２

年
半
に
わ
た
る
裁
判
傍
聴
、
署
名
、
カ
ン

パ
、
宣
伝
行
動
を
続
け
て
世
論
の
力
で
勝

利
し
た
。『
上
告
す
る
な
』
の
運
動
に
全

力
を
」（
市
労
組
）「
維
新
市
長
２
期
目
で

独
裁
・
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
化
が
深
刻
だ

が
、『
独
裁
許
さ
な
い
』
と
、
市
民
と
共

同
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
」（
松
原
）

「
事
務
所
裁
判
判
決
の
翌
日
に
は
、
職
場

で
判
決
が
話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
判
決
を

励
み
に
市
長
の
不
当
労
働
行
為
と
た
た
か

う
」（
泉
佐
野
）「
泉
佐
野
の
こ
と
を
自
分

た
ち
の
こ
と
と
し
て
、
学
習
・
宣
伝
を
し

て
い
る
。
来
春
の
市
長
選
で
も
一
体
で
取

り
組
む
」（
貝
塚
）「
労
使
合
意
な
し
で
進

む
職
場
つ
ぶ
し
で
は
、
市
民
・
職
員
の
権

利
は
守
ら
れ
な
い
。
来
年
７
月
が
市
長

選
、
維
新
市
政
退
場
の
最
後
は
守
口
で
締し

め
た
い
」（
守
口
）
と
、
橋
下
・
維
新
の

会
と
維
新
型
政
治
の
総
退
場
へ
の
決
意
が

　

大
会
冒
頭
、
大
原
委
員
長
は
「
地
裁
で
市
労
組
組

合
事
務
所
裁
判
の
完
全
勝
利
判
決
が
下
さ
れ
た
。
し

か
し
橋
下
市
長
は
控
訴
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
一
歩

も
引
か
ず
断
固
た
た
か
う
こ
と
を
こ
の
場
で
確
認
し

た
い
」
と
述
べ
「〝
二
度
と
赤
紙
は
配
ら
な
い
〞
の

原
点
に
立
ち
安
倍
内
閣
の
壊
憲
を
許
さ
ず
、
職
場
要

求
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
、
統
一
地
方
選
挙
で
維

新
政
治
を
退
場
さ
せ
住
民
の
期
待
に
応
え
る
自
治
体

建
設
の
た
め
勇
躍
邁
進
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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大会に寄せられた
メッセージ・祝電

2015年度の大阪自治労連の役員

▶執行委員長　大原真（松原市職労）▶副執行委員長　荒田功（東大
阪市職労）／前田博史（吹田市職労）／市本逸也（枚方市職労）／中
山直和（大阪市労組）／丹野優（堺市職労）▶書記長　中島早登司
（寝屋川市職労）▶書記次長　渡辺真千（羽曳野市職労）▶執行委員
　神村鈴江（羽曳野市職労）／野寄法彦（大阪府職労）／宮崎順子
（吹田市職労）／山本桃代（大阪府職労）／佐野良二（堺市職労）／
鴻村博（本部）▶会計監査委員　西田正幸（社保労）／寺田俊一（和
泉市職労）／伊場克彦（吹田水労）▶婦人部選出執行委員　土田敦子
（吹田市職労）▶壮年部選出執行委員　山本久夫（堺市職労）▶公企
評選出執行委員　植本眞司（堺市職労）▶関連評選出執行委員　仁木
将（本部）▶地協選出執行委員・大阪市内　川津匠（大阪府職労）、
堺・阪南　岸岡晃三（堺市職労）、中河内・河南　小西誠（羽曳野市
職労）、北河内　竹村修（交野市職労）、北摂　浅井久二（豊中市職
労）▶特別執行委員　猿橋均（羽曳野市職労）／橋口紀塩（大阪府職
労）／小山国治（大阪府職労）／有田洋明（大阪府職労）／川﨑隆
（本部）／久保貴裕（本部）

この１年間、よろしくお願いします

（順不同・敬称略）

記念レセプションで開会のあいさつをする
大原委員長。乾杯の発声は一法真證さん（右）

OB、各界からも200人が集う


